
歳入

民生費
27億5,286万8千円
（39.6％）

土木費
7億8,501万3千円
（11.3％）

衛生費
7億7,354万2千円
（11.1％）

教育費
6億4,309万3千円
（9.3％）

消防費
3億7,231万6千円
（5.4％）

公債費
3億1,065万6千円
（4.5％）

商工費ほか
5,108万6千円
（0.7％）

議会費
9,580万4千円
（1.4％）

農林水産業費
2億5,601万7千円
（3.7％）

繰入金
8億8,203万6千円
（12.7％）

分担金及び負担金ほか
4億9,203万円
（7.1％）

町税
18億648万4千円
（26.0％）

地方交付税
15億3,000万円
（22.0％）

国・県支出金
9億8,411万6千円
（14.2％）

町債（借入金）
9億3,740万円
（13.5％）

地方譲与税ほか
3億1,280万7千円
（4.5％）

総務費
9億447万8千円
（13.0％）

歳出
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存
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自主財�源…町税や使用料・手数料など、町が独自に調達
するお金

依存財�源…地方交付税や国・県支出金など、国や県から
入ってくるお金

地方交�付税…自治体ごとの税収の差をならし、どこでも
一定水準以上の行政サービスが提供されるよう、
国の収入（所得税・酒税・法人税・消費税・たば
こ税）の一部を地方公共団体の財政状況等に応じ
て配分されるお金

国・県�支出金…特定の事業を行うために、その経費に使
うことを条件として、国や県から交付されるお金

町債…�町が事業を実施するために国や金融機関から借り
入れるお金（返済期間は２年以上）

繰入金…収入の不足を補うため基金から繰り入れるお金
公債費…町債（借金）の返済に充てるお金

A公共施設の建設や道路を整備するために
は、一度に多額の工事費等の経費がかかり

ます。そのため、町はその経費を国や銀行などか
ら借り入れています。支出は、借金をせずに町債
以外の収入で賄うことが原則ですが、大規模な工
事等多額な場合には資金繰りという面だけでな
く、これらの社会資本整備のための費用について
は、将来世代の町民にも負担してもらうことが公
平であることから、町では国が借金（起債）する
ことを認めた事業については、町債を支出の財源
としています。しかし、できるだけ将来世代に借
金を残さなくてすむように節約に努めていかなけ
ればなりません。

Q借金（町債）をするのは、なぜ？

一般会計予算
69億4,487万3千円の内訳

※（　）内は構成比率

わかりやすい用語の説明

平成24年度末の地方債（借入金）と基金（貯金）の状況〈一般会計分〉

項　　　　目 金　　　　額 備　　　　考

地方債（借入金）残高
30億 1,425万 5,000円

18万 9,850円 町民１人あたり

基　金（貯　金）残高
30億 1,285万 9,000円

18万 9,762円 町民１人あたり

平成25年3月末人口：15,877人

今年度の注目事業

（仮称）多古こども園建設事業

町道飯笹・西古内線道路改良事業

農業用排水路施設整備事業 町道舗装修繕事業

西古内グラウンド整備事業

防災行政無線個別受信機デジタル化
更新事業

住宅リフォーム補助金

12億
3,396
万円

3億
6,892
万円

3億
100
万円

1億
300
万円
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8,869
万円

500
万円

　幼児教育と子育て支援の充実を図るため、町内の各幼稚園と
保育所を一元化した（仮称）多古こども園の建設に係る費用。

　空港の社会的、経済的効果を町の東側に波及させ
る東西道路構想の１路線として、町道飯笹・西古内
線道路改良事業の推進。

　国の緊急経済対策対象事業。農業用排水路が老朽化
している７地区の整備等を行うもの。（平成 24年度
に追加補正し、全額平成 25年度に繰り越したもの。）

　国の緊急経済対策対象事業。１級及び２級町道
5,000ｍの舗装補修工事等を行うもの。（平成24年
度に追加補正し、全額平成25年度に繰り越したもの。）

　西古内グラウンド内の排水施設及び進入路等の整備。

　防災行政無線個別受信機のデジタル化を行うもの。
本年度は多古地区が対象。

　町内の居住環境の向上及び定住促進、町内経済の活
性化を図るため、町内施工業者を利用して住宅の増改
築やリフォームを行う方に対して補助を行うもの。

自主財源…31億8,055万円（45.8％）

依存財源…37億6,172万円（54.2％）

122013.5.25 vol.68 多古町議会だより13 2013.5.25 vol.68 多古町議会だより


